
令和2年8月より保険適用

D023微生物核酸同定・定葺検査区分E3

（新項目）

サイトメガロウイルス核酸定量

【保険点数］

450点

【製品名（製造販売元）】

アキュジー ン ° m-CMV（アポットジャパン合同

会社）

【使用目的］

血漿または全血中のサイトメガロウイルス (CMV)

DNA の測定（サイトメガロウイルス感染の診断補

助）

【測定方法】

リアルタイムPCR法（定姐）

【検 体】

血漿または全血

【有用性】

本品は、 臓器移植後もしくは造血幹細胞移植後の

患者やヒト免疫不全ウイルス(HIV)感染者など免疫

不全の患者を対象とした、 CMVDNA 定最のための
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PCRキットである。 従来のサイトメガロウイルス
pp65抗原検査（アンチジェネミア法） に比べ感度が
高く、 末梢血中の多形核白血球（好中球）が少ない場
合も測定可能であること、 また定飛精度に優れたリ
アルクイムPCR法による客餓的な測定法であるこ
とから、 臨床所見および他の検査マーカ ー とともに
使用され、CMV感染の診断および治療効果モニタ
リングの補助として有用である。
【説 明】

CMV感染は臓器移植、 造血幹細胞移植、 後天性
免疫不全症候群(AIDS)などによる免疫不全状態の
患者で最も頻度の高いウイルス感染のひとつであ
り、 合併症の1つであるCMV感染症の発症の リス
クとなることから、 抗ウイルス薬の予防投与または
先制治療が行われる。CMV感染のモニタリングに
より適切に抗ウイルス治療を行うことで、 感染症の
発症および死亡率を減らすことにつながる。

従来、 日本におけるCMV感染モニタリングのた
めの標準的な診断法はCMVアンチジェネミア法で
あり、 長年の実鎖があるが、 欧米ではリアルタイム
PCR法が主流であり、 検出感度が高く定飛精度に
優れること、 好中球が少ない場合にも測定可能であ
ることなどの利点がある 1)

~4)。PCR法とアンチジェ
ネミア法を比較したメクアナリシスにおいて、 ア
ンチジェネミア法では、 PCR法で確認されたCMV
感染のうち、 35％を見逃している と報告されてい
る 5) 。 また従来の定最PCR法では測定法によって
感度が異なり、 異なる測定法での比較が困難であっ
たため、 施股間、 異なる測定系での比較が可能とな
るように、 WHOによるinternational standard (IS)で
のウイルス最表記{IU/mL)に統一されている叫，
【留意事項】

サイトメガロウイルス感染症の診断又は治療効果
判定を目的として、 臓器移植後若しくは造血幹細胞
移植後の患者又はHIV感染者又は高度細胞性免疫
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不全の患者に対し、 血液を検体としてリアルタイム
PCR法によりサイトメガロウイルスDNAを測定し

た場合に、 本区分の「14」単純疱疹ウイルス ・ 水痘帯
状疱疹ウイルス核酸定量の所定点数を準用して算定
する。 た·だし、 高度細胞性免疫不全の患者につい
ては、 本検査が必要であった理由につい て、 診療
報酬明細密の摘要欄に記載すること。
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【製品関連URL】
なし

（文資：アポットジャパン合同会社／
監修：日本臨床検査医学会臨床検査点数委員会）


